河南町協働のまちづくりを考える懇話会　第１回会合　議事録（要旨）
日時：平成２４年７月２４日（火）

１４：００～１５：３５ 
場所：役場４階大会議室北
◆参 加 者
懇話会）淺岡保裕委員、淺岡幸晴委員、遠藤勉委員、尾野伸一委員、筧俊彦委員、
　　　　近藤雅美委員、大門晶子委員、谷口正輝委員、野村守委員、廣野清枝委員、

　　　　（５０音順）

　町）　　上野秘書企画課長、和田係長、藤井主任、大喜多主事
◆内　　容（抜粋）
１．開会あいさつ
武田町長）　　府内自治体でも高い人口減少を示していることから、町財政の制約や社会構造の変化を見定めたうえでの「持続できる町の運営」が求められる。

そういった視点に立った話し合いを今後皆さんには、河南町ならではのオリジナリティを盛り込みながら進めていただきたい。
　　　　　
～懇話会会合の公開について～
○議事録は要旨の形式で作成し、各委員の確認を経て町ホームページに公開する。

→　一同同意。

２．委員紹介
３．「協働のまちづくり」について（事務局説明）
○人口構造の変化、地方分権の進展、財政制約などの社会経済状況の変化に対応し、住民の参画意欲・主体性を活かして、より良いまちづくりを進めるためには、「協働のまちづくり」が必要である。

○「協働のまちづくり」を活性化し、地域独自の課題を地域の力で解決できるようにするには、「まちづくり基本条例」の検討が必要である。

～「協働のまちづくり」についての質疑応答・意見等～
尾野委員）　　条例による町独自のまちづくりと言われたが、住民の意見を汲んだ結果、法律と相反する条例となっても問題ないのか。

事務局）　　  法律の内容に対して、条例による一定の上乗せ・横出しは可能。しかし、法律の主旨に背くことはできない。地方分権で権限移譲を受けており、そうしたところで住民の皆さんの意見を汲み、独自性を出すことは可能である。

大門委員）　　社会環境の変化により、まちづくりが「あれも、これも」から「あれか、これか」となった。しかし、住民は行政に「あれも、これも」要求したいので、行政の手が足りない部分を住民が下請けにならない形で受け持ち、補いたい。それが「協働のまちづくり」だと思う。

また、ルール作りの検討においては情報提供のあり方（発信、受信等）も話し合いたい。役場から提示されたものをそのまま条例とするのではなく、私達の思いや河南町独自の要素を盛り込みたい。
野村委員）　　社会構造の変化について、石川地区は大阪芸術大学の学生の関係で流動人口が激しい。流動人口を除外した根本的な人口を次回懇話会でお示しいただけるなら、事務局にお願いしたい。
尾野委員）　　可能ならば、昼間人口と夜間人口も知りたい。

事務局）　　　昼間人口、夜間人口については国勢調査の結果によりお示しする。
流動人口を除外した石川地区の根本的な人口についてはお示しできるかは確約できないが、確認する。

野村委員）　　懇話会に座長は意見を取りまとめる上で必要。

事務局）　　　今回は事務局による説明なので、座長については、議論の始まる次回に選出いただきたい。事務局については黒衣という形で懇話会に参加させていただく。
淺岡(幸)委員） 他所では同様の活動に２年３年と取り組んでいる事例もある。懇話会の開催が今年度内、議会に条例案を諮るのが２５年６月ということだが、期間内にまとめ切られるのか、どのようなスケジュール進行を想定しているのか。

４．スケジュールについて
○懇話会委員の任期内（今年度内）に条例案をまとめ、２５年６月の制定を目指す。

○懇話会会合は５回程度を予定。進捗状況に応じて、予備日を設定する。

５．その他（次回以降検討課題）
大門委員）　　次回からの議論にあたり、予備知識を詰め込む都合もあるので、今の時点で予定している第２回懇話会の内容・方向性を教えてもらいたい。
事務局）　　　詳細は確定していないが、本町の協働のまちづくりの現状の確認と、現状に対して各委員の日頃の活動の中で気付いた意見等を出し合っていただきたい。　　　　

それら意見を基に事務局で条例のイメージ・たたき台的なものを第３回懇話会で提示したい。
６．閉会
◆次回日程
○８月２３日（木）１３：００～、場所は役場４階大会議室北。









